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14 HT / 2 3) 高 Z 物質で出来た空洞における X線閉じ込め効果を利用してlO~--r W/cm を超える高強度輯射場を生
成し，アルミニウムの軟X線駆動アプレーションの照射X線強度依存性を調べ，パーンスルーフロント
伝播速度が上記のアプレーションモデルによる評価値と一致する乙とを示している。また，アプレーシ
ョンフロント近傍のエネルギー輸送における自発光X線の寄与の重要性を示している。
4) 軟X線駆動アプレーションによるペレット爆縮実験を行い，測定された爆縮速度がモデル計算と良く
一致するととを示している。
以上のように本論文は，低 Z プラズマ中での軟X線幅射のエネルギー輸送の過程を明らかにし，また軟
X線轄射駆動アプレーションの轄射強度に対するスケーノレ則を実験的，理論的に求めている。乙れらの成
果は電磁エネルギー工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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